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･n=Su £ - I(a,- 去[1-tanh卦 (7)
(申ま正の無限小数,aは実定数,I(a)はフェルミ分布関
数)およびtanh肇㌢ -tanh券 を使 うと,phルー













- +芸写 t無 芸 碧,k (8)
ppループ :△qiium;T)(:X)
≡ T ∑∑Qo(k-十q～,iEn+iwm)Qo(-k-,-ien)n=-∞k-


















































































ル ー プ 部 分 の 寄 与 は (13) よ り直 ち に
NFlnlLJe/LJe+de] - NFdeであるから,繰 り込み
群方程式(3)は
lgC;e+de-(-gC;i)-(lgC;e)NFdeトgc;e)














































































































































































































































































































































































































































































so･,e- ∑ lQi1R'R+QL11L*L], (23)
kECe<






























































Si'nt- -7TVFT ∑ (ge+wede)R*<L*<L<R'･
(ki)∈Ce<+de























′･･一 一､ 相互作用: /-th､:相互作用































































































dgl/d2- -9192 +(9192-9f) -913/2
ppループ phループ 2ループ









































































































































































































て LC_:;≡ 鮎 …ン 混-kF -kF
b.ダイマー化したホッピング.1/4フィリング
tlt2 tlt2 唱F実例 :TM系 (16.1節)電子 ( (( (● ● ● ●
･natnidbding 鮎 格子 ℃ プ乱
監嘉 議 -.=7- 〕手∴.kf-冗′2 -k>4 63㌔





H s*G -US 5%/dxl'axW '2十nv'x)2]





























Å ex-t(6)- 蒜 上∞dn
23フェルミオンで書いたウムクラップ散乱RtRILLを(30)を






















































































































































































































































































































































･ 両 coslJ5m -]cos【市 町
L⊥
2J1





























































｢ 二 二丁 一二
の挙動を見るのである.すると,Fig. 28に示
すように t⊥が入ると準粒子ピークの現れること


































































































































































































































































【15】Holstein, Norton, Pincuns, Rムys. Rev.
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拒 作用 ‡k'T_qt=iE:'叫舵 作用
外線も !./kq･と誓.t蔓｡ま 外線
′ ヽ












































































よ V=qq'ei㍉ OR榊 e-ivCoR.0,0''Hv
左 =TlqKR諭 ,'
×侮 "(I,i)K:L"(x,i)](Kレ+kJl-2)/4,
と求まる.‰ -1に注意すると,絶対零度β-∞
で(32)が得られる･同様な計算を反復すればいろ
いろな相関関数をたやすく求めることができる.
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